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茶
釜
縁
起
考

『

九
品
山
縁
起』

と
越
後
村
上
浄
念
寺
蔵

『

珂
碩
上
人
伝
記』

飯

野

朋

美

は
じ
め
に

稿
者
は
先
に
、
家
蔵
本

『

名
号
威
徳
物
語』

(
元
禄
八
年

〈

一
六
九
五〉

序
刊)

と

『

九
品
山
縁
起』

(

文
化
九
年

〈

一
八
一
二〉

跋
刊)

の

両
方
に
採
録
さ
れ
て
い
る
説
話
を
比
較
し
、
世
田
谷
区
奥
沢
の
浄
真
寺
を
延
宝
六
年

(

一
六
七
八)

に
開
い
た
珂
碩

(

元
禄
七
年

〈

一
六
九

四〉

没)

の
奇
瑞
譚
が
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
た

(

１)

。
改
め
て
浄
真
寺
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
浄
真
寺
は
、
東
京
都
世

田
谷
区
奥
沢
に
あ
り
、｢

九
品
仏｣

と
通
称
さ
れ
る
。
正
式
に
は
九
品
山
唯
在
念
仏
院
浄
真
寺
と
い
う
、
浄
土
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
上
品
・
中

品
・
下
品
の
三
仏
堂
に
九
体
の
丈
六
阿
弥
陀
像

(

九
品
仏
像)

を
安
置
し
、
三
年
に
一
度
の
お
面
か
ぶ
り
を
催
行
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
開
山
の
珂
碩
信
仰
に
よ
っ
て
発
展
し
た
寺
院
で
あ
り
、
現
在
も
毎
月
開
山
忌
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
。

『

九
品
山
縁
起』

は
浄
真
寺
九
世
の
了
海
が
著
述
し
た
も
の
で
、
珂
碩
の
奇
瑞
や
寺
宝
の
由
来
を
語
る
略
縁
起
で
あ
る
。
本
文
冒
頭
の

｢

九

品
仏
地
内
案
内｣

で
は
伽
藍
の
配
置
や
安
置
さ
れ
て
い
る
尊
像
が
列
挙
さ
れ
、
宝
物
の
一
部
が
抜
粋
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
八
つ
の
条
で

は
尊
像
の
縁
起
や
珂
碩
の
奇
瑞
が
語
ら
れ
、
最
後
に
宝
物
目
録
を
付
す
。
今
回
は
、『
九
品
山
縁
起』

の
宝
物
目
録
に
も
登
場
す
る
茶
釜
の
由

茶
釜
縁
起
考

九
五

大
妻
国
文

第
47
号

二
〇
一
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年
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月



来
を
述
べ
る
、
同
書
の

｢

接せ
つ

待た
い

大お
ゝ

茶ち
や

釜か
ま

由ゆ

来ら
い｣

を
と
り
あ
げ
る
。
前
稿
同
様
、『

九
品
山
縁
起』

は
国
会
図
書
館
蔵
本

(

２)

を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
潟
県
村
上
市
の
浄
念
寺
に
は

『

珂
碩
上
人
伝
記』

と
い
う
写
本
が
あ
る

(

３)

。
こ
の

『

珂
碩
上
人
伝
記』

に
も

｢

当
山
に
什
物
の

せ
つ
た
ひ
茶
釜
の
物
語
り｣

と
題
し
て
、
浄
真
寺
の
茶
釜
の
由
来
譚
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
浄
念
寺
は
快
楽
山
浄
念
寺
と
い
い
、
も
と
も
と
は

泰
叟
寺
と
い
っ
た
。
歴
代
の
村
上
藩
主

(

本
多
家
、
榊
原
家
、
間
部
家)

の
菩
提
寺
で
あ
り
、
珂
碩
は
榊
原
家
の
招
き
に
よ
り
寛
文
八
年

(

一

六
六
八)

に
泰
叟
寺
に
入
り
、
約
十
年
間
住
持
を
つ
と
め
た
。
ま
た
、
元
禄
二
年
七
月
一
日
に
は
、
芭
蕉
と
曽
良
が
参
詣
し
て
お
り
、『

曽
良

旅
日
記』

に
そ
の
旨
の
記
述
が
見
え
る
。

『

珂
碩
上
人
伝
記』

は
三
巻
か
ら
成
り
、
上
巻
が
越
後
に
移
る
前
の
時
代
の
九
話
、
中
巻
が
越
後
村
上
時
代
の
三
十
五
話
、
下
巻
が
越
後
か

ら
再
び
江
戸
に
戻
っ
て
か
ら
の
時
代
の
話
な
ど
の
七
話
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ほ
ぼ
時
系
列
に
沿
っ
て
珂
碩
の
奇
瑞
譚
が
記
さ
れ
て
い
る
。

作
者
及
び
書
写
年
代
は
不
明
だ
が
、
中
巻
の
最
後
に

｢

越
後
御
利
益
御
移
住
の
内
の
記
録
有
事
に
候
へ
ば
委
細
記
す
に
及
は
す
、
御
家
中
聞
及

ひ
し
計
書
載
畢｣

と
あ
る
の
で
、
越
後
村
上
藩
に
関
わ
り
の
あ
る
者
の
作
と
推
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。『

珂
碩
上
人
伝
記』

の
概
要
に
つ
い
て

は
別
稿

(

４)

を
用
意
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
で
は
、『

九
品
山
縁
起』

と

『

珂
碩
上
人
伝
記』
に
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
、
前
述
の
茶
釜
の
由
来
譚
を
比
較
す
る
。
両
者
の
成

立
の
先
後
や
、
後
者
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
た
浄
土
宗
の
唱
導
と
寺
宝
の
関
わ
り
や
浄
土
宗
寺
院
間
の
説
話
流
動
の
様
に
つ

い
て
も
、
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

一

｢

接
待
大
茶
釜
由
来｣

と

｢

当
山
に
什
物
の
せ
つ
た
ひ
茶
釜
の
物
語
り｣

の
関
係

｢

接
待
大
茶
釜
由
来｣

は

『

九
品
山
縁
起』

中
巻
第
四
話
で
あ
る
。
ま
た
、｢

当
山
に
什
物
の
せ
つ
た
ひ
茶
釜
の
物
語
り｣

は

『

珂
碩
上
人
伝

記』

上
巻
第
七
話
が
該
当
す
る
。｢

接
待
大
茶
釜
由
来｣

の
あ
ら
す
じ
は
、
前
稿
で
紹
介
し
た
。
大
筋
は

｢

当
山
に
什
物
の
せ
つ
た
ひ
茶
釜
の

九
六



物
語
り｣

の
内
容
と
一
致
す
る
の
で
、
後
者
の
あ
ら
す
じ
を
以
下
に
記
す
。

宇
治
の
里
の
宮
本
仁
左
衛
門
は
一
人
娘
が
十
六
歳
に
な
っ
た
時
に
甥
の
仁
右
衛
門
を
婿
と
し
て
呼
び
迎
え
た
。
娘
は
十
七
歳
の
時
に
疱
瘡
に

罹
り
、
不
器
量
に
な
る
。
そ
れ
を
疎
ん
じ
た
婿

(

名
跡
を
継
ぎ
、
仁
左
衛
門
と
改
名
す
る)

は
妾
を
囲
う
。
さ
ら
に
、
二
月
十
四
日
の
南
都
二

月
堂
で
開
催
さ
れ
る
年
玉
加
持
を
口
実
に
女
房
を
誘
い
出
し
、
参
詣
の
帰
途
、
女
房
を
宇
治
川
に
沈
め
、
他
人
に
は
行
方
不
明
と
い
う
こ
と
に

し
た
。
妾

(

後
妻)
に
男
子
が
産
ま
れ
る
が
、
仁
左
衛
門
は
六
年
も
の
間
寝
た
き
り
と
な
り
、
死
亡
し
た
。

息
子
も
仁
左
衛
門
の
名
を
継
ぐ
が
、
七
歳
の
春
か
ら
父
親
同
様
の
症
状
が
出
て
、
十
三
歳
ま
で
の
七
年
間
寝
た
き
り
と
な
る
。
宇
治
出
身
の

僧
で
小
石
川
伝
通
院
で
学
問
中
の
者
が
、
息
子
を
見
舞
い
、
江
戸
の
病
人
が
深
川
霊
巌
寺
の
珂
碩
上
人
の
十
念
に
よ
り
回
復
す
る
様
を
語
る
。

そ
の
話
を
聞
い
た
母
親
は
親
類
二
人
を
付
き
添
わ
せ
て
息
子
を
駕
籠
で
江
戸
に
下
ら
せ
る
。
そ
の
頃
、
珂
碩
上
人
の
も
と
に
宇
治
川
に
沈
め
ら

れ
た
女
房
が
現
れ
、
夫
の
罪
状
、
夫
に
続
き
後
妻
の
子
に
と
り
つ
い
て
い
る
こ
と
、
後
妻
の
子
は
病
気
全
快
の
た
め
に
珂
碩
上
人
の
も
と
に
参

上
す
る
だ
ろ
う
が
、
成
仏
し
な
い
う
ち
は
本
服
し
な
い
こ
と
、
後
妻
の
子
を
呵
っ
て
欲
し
い
こ
と
、
付
き
添
い
の
者
に
自
分
は
川
へ
沈
め
ら
れ

た
時
の
姿
で
あ
る
と
話
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
語
っ
た
。
珂
碩
は
こ
の
女
房
に
戒
名
を
授
け
、
十
念
と
血
脈
を
も
授
け
た
。
珂
碩
の
も
と
に

息
子
が
参
上
し
て
十
念
を
望
む
が
、
珂
碩
は
す
ぐ
に
は
授
け
ず
、
父
の
罪
を
話
し
、
女
房
の
跡
を
弔
う
よ
う
に
助
言
し
て
か
ら
十
念
を
授
け
た
。

息
子
は
珂
碩
の
も
と
に
日
参
し
、
七
日
目
に
は
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
三
両
で
女
房
の
追
善
供
養
を
し
た
。
葛
西
大
嶋
村
の
念
仏
堂
を
預
か
る

浄
正
と
い
う
者
が
、
息
子
に
茶
釜
を
寄
進
す
る
よ
う
に
進
言
し
た
。
息
子
は
快
諾
し
、
帰
宅
後
は
女
房
の
追
善
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

あ
る
日
、
息
子
の
夢
枕
に
女
房
が
立
ち
、
茶
釜
を
早
く
寄
進
す
る
よ
う
に
言
う
。
息
子
は
急
い
で
茶
釜
を
拵
え
て
江
戸
に
下
ろ
う
と
す
る
が
、

夜
の
う
ち
に
茶
釜
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
茶
釜
な
し
で
お
礼
参
り
に
珂
碩
の
も
と
に
参
上
す
る
。
す
る
と
、
既
に
茶
釜
は
葛
西
に
届
い
て
い

た
。
念
仏
堂
の
飛
茶
釜
と
し
て
参
詣
の
輩
は
茶
を
戴
い
た
。
そ
の
後
、
念
仏
堂
は
浪
に
取
ら
れ
、
本
尊
と
茶
釜
は
砂
の
中
か
ら
取
り
出
さ
れ
た

が
、
再
建
の
沙
汰
も
な
く
、
本
尊
と
茶
釜
は
九
品
仏
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
両
者
は
九
品
仏
に
あ
る
。

『

九
品
山
縁
起』

｢

接
待
大
茶
釜
由
来｣

と

『

珂
碩
上
人
伝
記』

｢

当
山
に
什
物
の
せ
つ
た
ひ
茶
釜
の
物
語
り｣

を
比
べ
る
と
、
そ
の
分
量
に

茶
釜
縁
起
考

九
七



は
か
な
り
差
が
あ
る
。
前
者
は
千
七
百
五
十
字
強
な
の
に
対
し
て
、
後
者
は
五
千
五
百
七
十
字
強
あ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
内
容
を
比
較
し
た
い
。

ま
ず
は
、
違
い
の
概
要
を
表
に
示
す
。

表

『

九
品
山
縁
起』

に
は
、
亡
婦
が
婿
を
取
っ
た
年
齢
、
婿
が
病
気
に
な
っ
た
時
期
と
病
気
の
期
間
、
息
子
が
病
気
で
歩
け
な
い
期
間
と
い
っ

九
八

『

九
品
山
縁
起』

『

珂
碩
上
人
伝
記』

娘
が
婿
を
取
っ
た
年
齢

記
述
な
し

十
六
歳

娘
が
疱
瘡
に
罹
っ
た
年
齢

十
六
歳

十
七
歳

妻
を
連
れ
出
す
口
実

物
参
り

二
月
十
四
日
の
南
都
二
月
堂
年
玉
加
持

婿
が
病
気
に
な
っ
た
時
期

記
述
な
し

息
子
が
誕
生
し
た
年
の
暮
れ

婿
が
死
亡
し
た
時
期

記
述
な
し

息
子
が
六
歳
の
年

息
子
が
病
気
で
歩
け
な
い
期
間

記
述
な
し

七
年

息
子
が
江
戸
へ
下
向
す
る
際
の
付
添
人

親
類

伯
父

亡
婦
が
語
る
仁
左
衛
門
の
悪
事
と
自
身
の
迷
っ
て
い
る
様

簡
単
な
記
述

詳
細
な
記
述

亡
婦
が
水
死
し
た
際
の
衣
装
を
珂
碩
が
息
子
ら
に
語
っ
て

聞
か
せ
る
描
写

な
し

あ
り

息
子
が
歩
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
か
か
っ
た
日
数

十
四
五
日

七
日

亡
婦
が
息
子
の
夢
枕
に
立
っ
た
日

記
述
な
し

帰
宅
か
ら
三
ヶ
月
後

夢
枕
に
立
っ
た
亡
婦
の
言
葉

広
大
御
利
益
を
蒙
り
御
や
く
そ
く
の
茶

釜
も
拵
ず
御
礼
に
下
ら
す
御
罰
蒙
へ
し

一
日
怠
れ
は
一
日
の
功
徳
失
ふ
也

茶
釜
の
大
き
さ

記
述
な
し

水
壱
斗
五
升
入



た
時
期
や
時
間
に
関
す
る
描
写
が
な
い
。『

珂
碩
上
人
伝
記』

で
は

｢

我
子
六
才
の
時｣

と
か

｢

十
三
才
の
頃�
七
年｣

と
い
う
よ
う
に
、
具

体
的
で
あ
る
。
ま
た
、
婿
が
亡
婦
を
宇
治
川
に
沈
め
る
た
め
に
外
出
す
る
際
の
口
実
も
、『

九
品
山
縁
起』

で
は

｢

彼
女
房
を
た
ば
か
り
物
参

り
に
同
道
せ
ん
と
て｣

と
の
み
記
す
が
、『

珂
碩
上
人
伝
記』

で
は

｢

毎
年
二
月
十
四
日
は
南
都
二
月
堂
に
於
て
年
玉
加
持
と
て
諸
人
群
衆
す

る
事
也

(

中
略)

い
さ
や
年
玉
加
持
へ
連
立
参
ら
ん｣

と
、
よ
り
詳
細
な
場
所
・
行
事
の
記
述
が
あ
る
。

珂
碩
の
も
と
に
や
っ
て
き
た
亡
婦
は

『

九
品
山
縁
起』

で
は
、｢

我わ
か

ま
よ
ひ
し
や
う
す
、
ち
く
一
申
あ
げ｣

と
あ
り
、
息
子
が
参
上
し
た
ら

呵
っ
て
ほ
し
い
と
頼
む
が
、
何
を
ど
の
よ
う
に
珂
碩
に
語
っ
た
の
か
ま
で
は
描
か
れ
な
い
。『

珂
碩
上
人
伝
記』

で
は

｢

今
は
後
妻
の
子
に
取

り
付
き
年
を
へ
し
事
な
れ
は
、
今
は
さ
の
み
に
お
も
は
さ
れ
共
、
今
の
仁
左
衛
門
の
病
気
も
私
の
恨
み
の
な
す
わ
さ
成
、
同
人
病
気
全
快
の
た

め
明
日
上
人
の
御
元
へ
参
り
候
得
共
、
私
成
仏
無
き
内
は
本
服
仕
間
し
く
候
、
明
日
参
り
候
は
ゝ
此
趣
き
を
も
つ
て
御
申
御
し
か
り
下
さ
れ
か

し
、
付
き
添
へ
参
り
候
輩
は
能
く
此
事
そ
ん
し
候
間
、
其
上
に
も
御
疑
御
座
候
は
ゝ
、
私
川
へ
沈
め
ら
れ
し
時
の
す
か
た
な
れ
は
、
此
義
を
仰

ら
れ
下
さ
れ｣

と
、
後
妻
の
子
に
取
り
付
い
て
い
る
こ
と
、
後
妻
の
子
が
珂
碩
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
が
、
自
分
が
成
仏
し
な
い
う
ち
は
本
服

し
な
い
こ
と
、
叱
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
付
き
添
い
の
親
類
に
自
分
が
宇
治
川
に
沈
め
ら
れ
た
時
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
話
し
て
ほ
し
い
と
語
っ
た

と
記
す
。

茶
釜
の
寄
進
が
遅
滞
し
て
い
る
時
、
亡
婦
は
息
子
の
夢
枕
に
立
ち
、
諭
す
の
だ
が
、『

九
品
山
縁
起』

で
は

｢

広
大
御
利
益
を
蒙
こ
う
む
り
り
、
御
や

く
そ
く
の
茶
釜
も
拵

こ
し
ら
へ
ず
、
御
礼
に
下く
だ

ら
す
、
御
罰
ば
つ
を

蒙
へ
し｣
と
、
少
々
脅
し
の
色
合
い
が
あ
る
。『

珂
碩
上
人
伝
記』

で
は

｢

一
日
怠
れ
は

一
日
の
功
徳
失
ふ
也｣

と
、
教
訓
め
い
た
物
言
い
に
な
っ
て
い
る
。
息
子
が
後
日
寄
進
し
た
茶
釜
に
つ
い
て
は
、『

珂
碩
上
人
伝
記』

で
は

｢

水
壱
斗
五
升
入｣

と
具
体
的
な
大
き
さ
を
示
す
が
、『

九
品
山
縁
起』
で
は
ど
ん
な
茶
釜
で
あ
る
か
の
言
及
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
な
話
の
流
れ
は
同
様
で
あ
る
が
、『

九
品
山
縁
起』
に
比
べ
て

『

珂
碩
上
人
伝
記』

は
記
述
が
よ
り
詳
し
い
。『

九
品

山
縁
起』

を
も
と
に
し
て
、
加
筆
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
の
推
定
に
基
づ
け
ば
、『
珂
碩
上
人
伝
記』

の
書
写
年
代
は

『

九
品
山
縁
起』

が

出
版
さ
れ
た
文
化
九
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

茶
釜
縁
起
考

九
九



二
｢

飛
せ
う
こ
う｣

記
事
の
意
味

『

珂
碩
上
人
伝
記』

の

｢

当
山
に
什
物
の
せ
つ
た
ひ
茶
釜
の
物
語
り｣

で
は
、
浄
真
寺
の
寺
宝

｢

飛
茶
釜｣

の
由
来
を
述
べ
た
あ
と
に
、
付

け
た
り
的
に
高
野
山
の

｢

飛
せ
う
こ
う｣

と
い
う
宝
物
の
由
来
を
載
せ
て
い
る
。
苅
萱
が
打
ち
鳴
ら
す
鐘
を
悪
僧
た
ち
が
奪
っ
て
捨
て
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、｢

せ
う
こ
う｣

が
自
然
と
飛
び
上
が
っ
て
松
の
木
に
掛
か
り
光
明
を
放
っ
た
の
で
、
悪
僧
た
ち
は
恐
れ
て
立
ち
帰
る
、
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
以
下
、
該
当
箇
所
の
本
文
を
示
す
。

往
昔
苅
茅
の
法
師
は
高
野
山
に
ま
し�
て
鐘
打
鳴
ら
し
念
仏
を
唱
ひ
玉
へ
は
、
山
内
の
悪
僧
ば
ら
此
真
念
の
道
場
に
て
鐘
打
事
観
念
の

障
成
、
寄
集
て
彼
か
打
鐘
を
奪
ひ
と
り
打
破
つ
て
捨
へ
し
と
、
五
六
人
苅
茅
の
庵
室
へ
参
り
し
処
に
、
せ
う
こ
う
は
自
然
と
飛
上
り
て
松

の
高
木
の
上
に
掛
り
光
明
を
は
な
し
け
れ
は
、
悪
僧
は
ら
恐
て
、
今
度
天
狗
の
為
に
取
わ
れ
ん
か
と
ふ
る
ひ�
立
帰
り
し
、
其
後
は
鐘

を
鳴
ら
し
て
も
構
へ
な
く
、
心
静
に
念
仏
申
け
り
、
今
に
至
り
て
清
峯
院
に
苅
茅
か
飛
せ
う
こ
う
と
言
ふ
て
、
高
野
山
の
宝
物
と
な
り
ぬ
、

是
は
天
狗
の
所
為
な
り
と
云
ふ
、
葛
西
大
嶋
村
の
茶
釜
は
、
蒙
光
清
雲
信
女
、
仁
左
衛
門
、
上
人
へ
の
御
礼
延
引
せ
り
、
一
日
の
懈
怠
は

一
日
の
功
徳
失
ふ
と
戒
し
め
玉
ひ
し
事
、
思
ひ
は
清
雲
の
通
力
な
り
、
末
代
た
り
と
云
へ
共
、
か
ゝ
る
不
思
義
も
有
も
の
か
は

こ
の
記
事
は
、『

九
品
山
縁
起』

に
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
記
事
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
寛
延
二
年

(

一
七
四
九)

刊
行
の

『

苅
萱
道
心
行
状
記』 (

５)

巻
第
五
の

｢

苅
萱
父
子
慕
シ
タ
フ二

大
師
ノ

徳
ヲ一

附
飛ト
ヒ

鉦
シ
ヤ
ウ

鼓コ｣

で
あ
る
。『

苅
萱
上
人
行
状
記』

は
、
説
法
台
本
の
役
割
を
担
っ
て

上
梓
さ
れ
た
長
編
仏
教
説
話
と
さ
れ
、
編
者
の
西
向
庵
春
張
子
は
浄
土
系
唱
導
僧
と
み
ら
れ
る

(

６)

。
少
し
長
く
な
る
が
、
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

永
ナ
カ
ク

世セ

氛フ
ン

ヲ
謝シ
ヤ

シ
テ
。
幽ユ
ウ

遂ス
イ

ニ
入
。ル

従
来

シ
ウ
ラ
イ

忘バ
ウ

了レ
ウ

ス
。
栄ヱ
イ

辱
ジ
ヨ
ク

ノ
事シ

。
半ハ
ン

夜ヤ

灯ト
ウ

前ゼ
ン

三
十
春
。
父
子
等
ヒ
ト
シ

ク
礼ラ
イ

拝ハ
イ

誦ジ
ユ

経
キ
ヤ
ウ

シ
。
行
道
念
仏
シ
テ
。
思

ヲ
西
方
ニ
運

ハ
コ
ブ
。
コ
レ
併
テ

黒
谷
上
人
ノ
教
キ
ヤ
ウ

導ド
ウ

ニ
ヨ
レ
リ
。
上
人
ハ
正
ク
大
勢
至
菩
薩
ニ
テ
マ
シ
マ
セ
バ
。
海
山
幾イ
ク

重ヘ

ニ
ヘ
ダ
ツ
ト
モ
。
何

ゾ
思
忘ワ

ス

レ
奉
ル
ベ
キ
ヤ
ト
。
与
次
カ
堅
固
ニ
テ
ア
リ
シ
程
ハ
。
消
シ
ヤ
ウ

息ソ
コ

ヲ
頼
ミ
。
上
人
ニ
捧
サ
ヽ
ゲ
テ
。
念
仏
ノ
安
心
ヲ
問ト
ヒ

奉
シ
ガ
。
与
次
モ
イ

一
〇
〇



ツ
シ
カ
古
人
ト
ナ
リ
。
明
源
法
師
ハ
鎮チ
ン

西ゼ
イ

ニ
趣
キ
。
其
外
庵
ニ
至
ル
者
ナ
ケ
レ
バ
。
近
キ
頃
ハ
上
人
ヨ
リ
玉
ハ
リ
タ
ル
。
鉦
鼓
ヲ
御
形カ
タ

見ミ

ト
思
テ
。
朝
暮
ノ
勤コ
ン

行
キ
ヤ
ウ

ニ
。
打
鳴
ナ
ラ
シ

テ
念
仏
セ
ラ
ル
。
サ
レ
バ
中
心
経
ニ
。
師
ノ
恩
ヲ
知
ル
者
ハ
。
師
ヲ
見
ル
則ト
キ

ハ
。
承
ジ
ヤ
ウ

事ジ

恭ク

敬ゲ
ウ

シ
。

師
ヲ
見
ザ
ル
ト
キ
ハ
。
誨

ヲ
シ
ヘ
ヲ
受
ン
事
ヲ
思シ

惟ユ
イ

ス
。
孝
子
ノ
親
ヲ
思
ヒ
。
飢キ

人ニ
ン

ノ
食
ヲ
念オ
モ

フ
ガ
如
ク
ス
ト
ア
ル
モ
。
今
此
道
心
父
子
ノ
身
ノ

上
ニ
。
思

ヒ

合
セ
ラ
レ
テ
。
イ
ト
殊シ
ユ

勝
シ
ヨ
ウ

ナ
ル
志
ナ
リ
ケ
ル
。
然
ル
ニ
此
事
ヲ
。
当
山
ノ
僧
徒
ノ
中
ニ
。
浅セ
ン

学ガ
ク

偏ヘ
ン

執シ
ウ

ノ
人
。
大
行
坊
頼ラ
イ

雲ウ
ン

。

伝
達
坊
願
海
。
最
深

サ
イ
ジ
ン

坊
栄ヱ
イ

林リ
ン

ナ
ド
云
者
ド
モ
。
密
ヒ
ソ
カ
ニ
議ギ

シ
テ
曰
。ク

吾
山
ニ
於
テ
鉦
鼓
ヲ
打
ナ
ラ
シ
。
念
仏
修
行
ヲ
勤
ツ
ト
メ
ト
ス
ル
者
。
高カ
ウ

祖ソ

大
師
御
在サ
イ

世セ

ヨ
リ
以
来
イ
マ
ダ
其
例レ
イ

ア
ル
事
ヲ
聞キ
カ

ズ
。
イ
デ
彼
ノ

法
師
カ
庵ア
ン

ヲ
破ハ

却
キ
ヤ
ク

シ
。
鉦
鼓
ヲ
モ
打
ヒ
シ
ギ
テ
捨
ヨ
ト
テ
。
一
同
ニ
ド

ツ
ト
押ヲ

シ

入
リ

父
子
ヲ
シ
タ
ヽ
カ
ニ
打
テ
。
本
尊
持ヂ

経
キ
ヤ
ウ

ヲ
ナ
ケ
チ
ラ
シ
。
此
鉦カ

鼓ネ

カ
マ
ヒ
ス
シ
ク
。
観
念
ノ
障
サ
ハ
リ
ト
ナ
レ
リ
ト
。
ハ
ル
カ
ニ
谷タ
ニ

底ソ
コ

ニ
ナ
ケ
入
。
思
ノ
儘マ
ヽ

ニ
狼ラ
ウ

藉ゼ
キ

シ
テ
。
打
連ツ
レ

カ
ヘ
ル
路ミ
チ

ノ
辺
ホ
ト
リ
ニ
。
大
ナ
ル
杉ス
キ

一
ト

本モ
ト

ア
リ
シ
ガ
。
梢
コ
ズ
ヘ
ニ
光
明

暉
カ
ヽ
ヤ
キ

ワ
タ
リ
。
マ
バ
ユ
キ
程

ニ
照
シ
タ
ル
ハ
。
ナ
ケ
捨
ツ
ル
件
ノ
鉦カ

ネ

ニ
テ
ゾ
ア
リ
ケ
ル
。
悪
僧
ト
モ
大
ニ
恐
レ
ワ
ナ
ナ
ギ
。
サ
レ
バ
コ
ソ
吾
ハ
同
心
セ
マ
シ
カ
リ
シ
ヲ
。

頼
雲
カ
無ム

体タ
イ

ノ
催サ
イ

促ソ
ク

ニ
。
是セ

非ヒ

ナ
ク
組ク
ミ

シ
ツ
ル
ガ
。
当
山
ノ
天
狗
ニ
今
ヤ
抓
ツ
カ
ミ

取
レ
ン
ズ
ト
。
慄フ
ル

ヒ
フ
ル
ヒ
逃ニ
ケ

帰
リ

テ
。
其
後
ハ
苅
萱
父
子

ニ
指

ユ
ヒ
サ

人
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
件
ノ
鉦
鼓
今
モ
高
野
山
ニ
現
存
セ
リ
。
世
人
飛ト
ヒ

鉦
鼓
ト
号
ス
。
サ
レ
バ
頼
雲
ガ
徒
。
浅セ
ン

智チ

薄ハ
ク

才サ
イ

ニ
シ
テ
。
偏ヘ
ン

執ジ
ウ

ノ
意イ

ヲ
タ
ク
マ
シ
フ
シ
テ
念
仏
ノ
行
ヲ
謗ソ
シ

ル
。
コ
レ
併
大
師
弘法

ノ
御
意
コ
ヽ
ロ

ニ
背ソ
ム

ケ
リ
、
既
ニ
高
祖
大
師
モ
、
此
山
ニ
余ヨ

宗シ
ウ

ヲ
建コ
ン

立リ
ウ

ス
ベ

カ
ラ
ズ
。
但

シ

念
仏
ハ
制セ
イ

外
グ
ハ
イ

也
ト
ノ
玉
ヒ
ケ
ル
。
サ
レ
バ
コ
ソ
末マ
ツ

代
マ
テ
。
真
言
一
宗
ノ
外
更
ニ
余
宗
ナ
シ
ト
雖
モ
。
独
ヒ
ト
リ

念
仏
ノ
一
行

ノ
ミ
。
山
内
ニ
繁ハ

ン

昌
ジ
ヤ
ウ

セ
リ

(

以
下
略)

『

珂
碩
上
人
伝
記』

で
は
、
悪
僧
が
襲
撃
す
る
前
に
鉦
鼓
が
飛
び
上
が
り
、
そ
れ
に
恐
れ
を
な
し
た
悪
僧
は
退
散
し
、
そ
の
鉦
鼓
は
清
峯
院

に
現
存
す
る
、
と
い
う
話
だ
が
、『

苅
萱
道
心
行
状
記』

で
は
、
実
際
に
悪
僧
は
鉦
鼓
を
投
げ
捨
て
、
そ
の
帰
途
に
光
り
輝
く
鉦
鼓
を
杉
の
木

の
梢
に
発
見
し
、
恐
れ
わ
な
な
い
て
い
る
。『

珂
碩
上
人
伝
記』

と

『

苅
萱
道
心
行
状
記』

で
は
高
木
の
種
類
が

｢

松｣

と

｢

杉｣

で
異
な
っ

て
い
る
が
、｢

杉｣

の
異
体
字
の

｢�｣
は

｢

松｣

と
混
同
さ
れ
や
す
い
こ
と
に
よ
る
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
飛
鉦
鼓
の
あ
る
寺
院
の

名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
な
ど
、
多
少
の
差
異
が
あ
る
が
、
不
思
議
な
出
来
事
が
実
際
に
起
こ
っ
た
と
い
う
証
拠
と
し
て
高
野
山

茶
釜
縁
起
考

一
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の
寺
宝
の
存
在
を
語
る
と
い
う
性
格
は
、
両
者
共
通
の
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
飛
茶
釜
は
現
在
も
浄
真
寺
に
寺
宝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
堤
邦
彦
氏
著

『

江
戸
の
高
僧
伝』

(

三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
八

年)

に
写
真
が
載
る

(

７)

。
堤
氏
は
、
特
定
の
寺
院
に
お
い
て
寺
宝
に
ま
つ
わ
る
高
僧
の
幽
霊
済
度
譚
が
語
ら
れ
る
点
を
、｢

寺
と
檀
徒
の
深
い
紐

帯
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る｣

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

飛
鉦
鼓
は
和
歌
山
県
橋
本
市
学
文
路
の
西
光
寺
内
の
苅
萱
堂
に
あ
り
、
和
歌
山
県
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

(

８)

。
学
文
路
は
女

人
堂
に
詣
で
る
人
で
賑
わ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
多
く
の
参
詣
客
が
ま
ぎ
れ
も
な
い
霊
験
の
証
を
目
の
当
た
り
に
し
、
信
仰
を
深
め
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
一
方
で
、
高
野
山
の
苅
萱
堂
に
は
物
語
の
場
面
を
表
し
た
額
絵
や
地
蔵
尊
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
霊
験
に
関
わ
る
よ
う

な
伝
承
物
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
三
野
恵
氏
は
、
学
文
路
苅
萱
堂
で
飛
鉦
鼓
を
寺
宝
と
し
て
伝
え
て
い
る
こ
と
を
、『

苅
萱
道
心
行
状
記』

の

持
つ
影
響
力
の
強
さ
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

９)

。

『

珂
碩
上
人
伝
記』

の
作
者
は
、
飛
茶
釜
の
正
当
性
を
強
調
す
る
た
め
の
類
例
と
し
て
飛
鉦
鼓
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
説
話
の
正
当
性
に

こ
だ
わ
る
姿
勢
は
、
浄
土
宗
の
唱
導
と
の
関
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

と
こ
ろ
で
稿
者
は
別
稿

(�)
で
、『

珂
碩
上
人
伝
記』
の
作
者
に
つ
い
て
、
越
後
村
上
藩
の
領
内
に
住
む
者
で
、
浄
念
寺
と
関
係
が
あ
り
、
浄
土

宗
の
唱
導
に
関
わ
っ
て
い
た
者
と
推
定
し
た
。
そ
れ
は
中
巻
の
末
尾
に

｢

越
後
御
利
益
御
移
住
の
内
の
記
録
有
事
に
候
へ
ば
委
細
記
す
に
及
は

す
、
御
家
中
聞
及
ひ
し
計
書
載
畢｣

と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
話
に
は
、｢

当
山
に
什
物
の
せ

つ
た
ひ
茶
釜
の
物
語
り｣

と
い
う
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。｢

当
山｣
と
あ
る
以
上
、
こ
の
話
は
も
と
も
と
浄
真
寺
周
辺
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

一
〇
二



三

浄
真
寺
蔵

『

茶
釜
縁
起』

実
は
浄
真
寺
に
も
、
茶
釜
の
由
来
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。『

茶
釜
縁
起』

と
題
す
る
一
本
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
完

本
で
は
な
く
、
話
が
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
う
え
、
書
写
年
代
も
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
寺
宝
の
由
来
を
一
冊
の
冊
子
に
し
よ
う
と
試
み

た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
珂
碩
の
像
や
九
体
の
阿
弥
陀
仏
像
と
同
様
に
、
寺
宝
の
茶
釜
を
庶
民
教
化
の
重
要
な
道
具
と
考
え
た
人
物
が
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

以
下
に

『

茶
釜
縁
起』

の
略
解
題
を
示
す
。

半
紙
本
一
冊
。

表
紙

薄
香
色
卍
繋
ぎ
文
様
空
押
表
紙
、
二
十
二
・
九
×
十
五
・
九
糎
。

題
簽

左
肩
双
辺
刷
枠
題
簽
に

｢

茶
釜
縁
起｣

と
墨
筆
書
き
。

料
紙

四
周
双
辺
刷
枠

(

十
八
・
〇
五
×
十
三
・
一
五
糎)
有
罫
楮
紙
。

内
題

｢

当
山
什
物
せ
つ
た
い
茶
釜
の
事｣

。

本
文

毎
半
葉
十
一
行
、
行
二
十
字
内
外
、
漢
字
平
仮
名
交
り
、
濁
点
あ
り
。

墨
付
丁
数

六
丁
、
但
し
第
六
丁
裏
は
白
紙
。

遊
紙

後
に
一
丁
、
但
し
表
一
行
目
に

｢

ト
ウ
ス
ル
ナ
リ｣

と
墨
書
あ
り
。

内
容
は
、『

九
品
山
縁
起』

よ
り
も

『

珂
碩
上
人
伝
記』

に
近
い
が
、
息
子
が
十
念
を
望
み
、
珂
碩
の
も
と
に
参
上
す
る
箇
所
ま
で
で
終
わ
っ

茶
釜
縁
起
考

一
〇
三



て
い
る
。
以
下
、
両
書
を
比
較
し
て
み
る
。

『
珂
碩
上
人
伝
記』

の
章
題
は

｢

当
山
に
什
物
の
せ
つ
た
ひ
茶
釜
の
物
語
り｣

、『

茶
釜
縁
起』

の
内
題
は

｢

当
山
什
物
せ
つ
た
い
茶
釜
の
事｣

で
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
文
章
表
現
を
一
、
二
、
比
べ
て
み
よ
う

(�)

。

山
城
の
国
宇
治
の
里
に
宮
本
仁
左
衛
門
と
申
茶
師
有
、
公
儀
の
御
用
を
達
し
富
貴
に
し
て
暮
し
け
れ
共

(『

珂
碩
上
人
伝
記』)

山
城
の
国
宇
治
の
里
に
宮
本
仁
左
衛
門
と
申
茶
師
あ
り
、
公
儀
の
御
用
を
達
し
富
貴
に
し
て
暮
し

(『

茶
釜
縁
起』)

然
る
所
に
宇
治
出
生
の
僧
学
問
の
為
に
江
戸
小
石
川
伝
通
院
よ
り
中
上
り
と
云
て
宇
治
へ
登
り
し
時
、
仁
左
衛
門
兼
て
入
魂
の
人
な
れ
は

見
舞
し
時
に

(『

珂
碩
上
人
伝
記』)

然
る
処
に
宇
治
出
生
の
僧
に
小
石
川
伝
通
院
に
て
学
文
い
た
し
中
上
り
と
て
一
先
帰
ら
れ
け
り
、
仁
左
衛
門
と
兼
て
入
魂
故
見
舞
に
参
り

(『

茶
釜
縁
起』)

こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
本
文
は
、
同
文
に
近
い
と
い
っ
て
よ
い
。『

珂
碩
上
人
伝
記』

の

｢

当
山
に
什
物
の
せ
つ
た
ひ
茶
釜
の
物
語
り｣

は
、

浄
真
寺
周
辺
で
作
ら
れ
た
説
話
が
と
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
も
と
の
説
話
を
載
せ
る
書
物
は
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の

か
と
思
わ
れ
る
。
完
本
で
は
な
い
も
の
の
、
浄
真
寺
に

『
茶
釜
縁
起』

が
存
在
す
る
こ
と
は
、
そ
の
傍
証
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
浄
土
宗
寺
院

の
説
話
の
保
有
と
流
動
の
様
相
を
考
え
る
上
で
、
面
白
い
事
例
の
一
つ
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
、
も
う
一
度
簡
潔
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

『

九
品
山
縁
起』

に
記
さ
れ
た
茶
釜
由
来
譚
と

『

珂
碩
上
人
伝
記』

に
見
ら
れ
る
そ
れ
と
は
概
ね
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
後
者
の
方
が
よ
り

一
〇
四



詳
細
な
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
前
者
を
も
と
に
後
者
が
作
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
よ
っ
て
、『

珂
碩
上
人
伝
記』

の
書
写
年
代
は

『

九
品
山

縁
起』
が
出
版
さ
れ
た
文
化
九
年
以
降
で
あ
る
。

『

珂
碩
上
人
伝
記』

の
茶
釜
由
来
譚
の
最
後
に
付
さ
れ
た

｢

飛
せ
う
こ
う｣

の
話
は
、『

苅
萱
道
心
行
状
記』

巻
五
に
収
め
ら
れ
た

｢

飛
鉦
鼓｣

の
話
と
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。『

珂
碩
上
人
伝
記』

の
作
者
は
、｢

飛
茶
釜｣

の
正
当
性
を
強
調
す
る
た
め
に

｢

飛
鉦
鼓｣

の
説
話
を
組
み
込

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
執
筆
姿
勢
か
ら
は
、
唱
導
に
関
わ
っ
て
い
た
者
の
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
浄
真
寺
に
も
茶
釜
由
来
譚
を
記
し
た
不
完
全
な
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
内
容
は

『

九
品
山
縁
起』

よ
り
も
、『

珂
碩
上
人
伝
記』

に
近
い
。
茶
釜
由
来
譚
が
、
茶
釜
を
有
す
る
浄
真
寺
に
伝
存
す
る
の
は
当
然
と
も
言
え
よ
う
が
、
浄
土
宗
寺
院
の
説
話
の
保
有
と
流
動
に
つ
い

て
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
事
例
と
言
え
よ
う
。

注

(

１)

拙
稿

｢

九
品
山
浄
真
寺
に
ま
つ
わ
る
説
話
の
変
遷

『

名
号
威
徳
物
語』

と

『

九
品
山
縁
起』

｣
(『

大
妻
国
文』

第
四
六
号
、
二
〇
一
五
年)

。

(

２)

登
録
書
名
は

『

九
品
山
略
縁
起』

、
請
求
記
号
は
二
二
九

一
二
四
。
大
本
三
巻
一
冊
。
砥
の
粉
色
表
紙
。
左
肩
に

｢

九
品
仏
地
内
案
内
記｣

と
墨

筆
書
き
。
序
記

｢

関
東
本
山
光
明
寺
／
南
無
阿
弥
陀
仏

教
誉
典
海

(

花
押)｣

。
内
題
な
し
。
尾
題

｢

九
品
山
縁
起
巻
上

(

中)

終｣

、｢

九
品
山
略
縁

起
巻
下
終｣

。
刊
語
末
の
年
記

｢

文
化
申
の
季
夏｣

。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
私
の
句
読
点

(

、)

を
加
え
た
。

(

３)

半
紙
本
三
巻
三
冊
。
後
補
薄
香
色
布
目
表
紙
、
そ
の
内
側
に
本
文
共
紙
原
表
紙
あ
り
。
後
補
表
紙
左
肩

｢

珂
碩
上
人
傳
記
上

(

中
、
下)｣

。
内
題

｢

珂
碩
上
人
傳
記
上

(

中
、
下)｣

。
尾
題

｢

珂
碩
上
人
傳
記
上

(
中)
大
尾｣

。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
私
の
句
読
点

(

、)

を
加
え
た
。

(

４)

拙
稿

｢

浄
念
寺
蔵

『

珂
碩
上
人
伝
記』

に
見
え
る
奇
瑞
譚

中
巻
を
中
心
に

｣
(『(

中
京
大
学)

国
際
教
養
学
部
論
叢』

第
八
巻
第
二
号
、
二
〇

一
六
年)

。

(

５)

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
、
寛
延
二
年
江
戸
辻
村
五
兵
衛
版
、
請
求
記
号
は
四

一
一
八
〇
八

五
。
狩
野
文
庫
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
に
よ

る
。
同
書
に
は
句
読
点

(

。)

が
あ
る
が
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ら
に
私
の
句
読
点

(

、)

を
加
え
た
。

茶
釜
縁
起
考

一
〇
五



(

６)
『

日
本
古
典
文
学
大
事
典』

(

明
治
書
院
、
一
九
九
八
年)

の

｢

苅
萱
上
人
行
状
記｣

の
項

(

堤
邦
彦
氏
執
筆)

。

(
７)

第
二
編
Ⅳ

｢

九
品
仏
・
珂
碩
上
人

幽
霊
済
度
の
霊
験
と
開
帳
・
講
会｣

。

(
８)
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。http://w

w
w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/prefg/500700/shinshitei/h

21/kenm
inzoku-h

21.3.

17-1.htm
l

(

９)
『

苅
萱
道
心
と
石
童
丸
の
ゆ
く
え

古
典
世
界
か
ら
現
代
へ

』
(

新
典
社
、
二
〇
〇
九
年)

第
一
部
第
三
章

｢

勧
化
本

『

苅
萱
道
心
行
状
記』｣

。

(

10)

注

(

４)
に
同
。

(

11)
『

茶
釜
縁
起』
の
引
用
に
あ
た
っ
て
も
、
私
の
句
読
点

(

、)

を
加
え
た
。

[

付
記]

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
な
ら
び
に
撮
影
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
、
浄
真
寺
ご
住
職
の
清
水
英
碩
上
人
と
浄
念
寺
ご
住
職
の
井
口
信
道
上
人
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
る
。

一
〇
六


